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年次報告書の刊行にあたって 

2024 年度は、「個の尊重」の理念のもと、本学が創立以来推し進めてきた女性の教育機会

の「平等」、さらには「多様性の尊重と包摂性」に向けた取り組みに対して注目が集まり、

本学に対する女性教育の先駆者としてのイメージが強化され、教育機関としての社会的評

価が高まった年といえます。きっかけは、日本初の女性弁護士、裁判官となった本学女子部

出身の三淵嘉子氏を主人公のモデルとする「虎に翼」（NHK）の放映にありました。ドラマ

では、戦後日本における男性中心の社会構造に挑戦する女性の姿が浮き彫りにされ、その苦

闘を通して現代における性別を超えた多様性の価値や、すべての人が平等に活躍できる社

会を目指す流れに対する価値観の共鳴が起こりました。NHK という公共放送局で放映され

たことにより、作品は広範な視聴者層に改めて女性の社会進出の歴史を再認識させ、社会的

な多様性とインクルージョンの促進の重要性について議論を深めるきっかけを作ったと理

解されます。 

当ジェンダーセンターの設立の起源である明治大学専門部女子部が同番組のメイン舞台

の一つであり、本学の女子教育のあり方を通じて社会全体にジェンダー平等に関する問題

提起がなされたことは大変意義深いことであったと思います。そのような背景もあり、今年

度のセンター開催のイベントには「虎に翼」関連のものが登場しました。 

まず 5 月 30 日に、資料映像上映会＋トークイベントとして『女性法曹界の道を拓いた

人々—明治大学専門部女子部の足跡』を主催いたしました。本会では、「専門部女子部」の

開設以来、法曹界をはじめ専門職に就く優れた女性たちを輩出した本学の歴史と、当センタ

ー発足に至る経緯が詳らかにされました。⾧年にわたり当該関連資料を収集して来られた

初代ジェンダーセンター⾧の吉田恵子先生が資料映像を披露され、細野はるみ先生（明治大

学名誉教授・元情報コミュニケーション学部教授・元ジェンダーセンター⾧）とともに議論

が展開されました。さらに当センターの後援企画として、国際日本学部と情報コミュニケー

ション学部それぞれから４つのゼミナールが合同して企画した、本学における女子教育の

歴史と今日のジェンダー平等の推進について考えるシンポジウム「性別の壁を越えて～『虎

に翼』から女性活躍を考える」も開催され、両イベントを通じて、過去から未来へ学生たち

も積極的に議論に加わる機会を提供できたことは大変意義深いことであったと思います。

また、それ以外のイベントとして、６月 27 日はシンポジウム『「違和感」から始まるジェン

ダー表現—アートディレクター、メディア制作、身体パフォーマンスをとおして』、10 月 28

日には毎年恒例の特別講演会『企業トップの考えるダイバーシティ・マネジメント』も開催

されました。 

以上の通り、本年度も全てのイベントを対面形式により無事開催することができました。
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これもひとえに、日頃よりセンターの活動を支えてくださる運営委員の先生方をはじめ、学

部事務スタッフの服部さんや専門事務スタッフの臺さんなど、多くの関係者の皆様のご尽

力によるものと心より感謝申し上げます。 

また、センターの活動にご関心をお持ちいただき、イベントへご参加くださった皆様にも

厚く御礼申し上げます。 

今後も、MEIJI VISION 150 に掲げられた「明治大学が普遍的な知の創造と多様な人材の

育成を通して、自由で平和、豊かな社会を実現させる研究・教育の拠点」となることを目指

して、センターの活動が全学の発展の一助となるべく努力を積み重ねていく所存でござい

ます。引き続き変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

2025 年３月１日 

明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター⾧ 

牛尾奈緒美 
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 特別講義・講演会 
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【 】 
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講演する片倉氏 

講演する小泉氏 
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牛尾ゼミ一同と、 

（前列左から）片倉氏、牛尾教授、小泉氏 
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上 映 会 
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【 】 

開催主旨を説明する細野氏 
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女子部開設について語る吉田氏 

穂積重遠について語る吉田氏 
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 シンポジウム 
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【 】 
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（左から）来場者の質問、相談に答えるマダム・ボンジュール・ジャンジ氏、 
五十嵐 LINDA 渉氏、ジェレミー・ベンケムン氏、ファシリテーターの大島岳助教 
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 他機関との連携・協力 
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 研究プロジェクト 
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A「企業のダイバーシティ推進の実態調査」 

 

牛尾奈緒美 

 

今年度は、SDGs の目標達成をはじめ、昨今は企業のガバナンスやコンプライアンスに対

する社会的要請も強まっており、ダイバーシティ・マネジメントの推進がこれらの課題解決

にどのような影響力をもちうるのか、会社全体としての効果や、社会的価値について考えて

いくことを目標とし、その成果を「企業におけるジェンダー・ダイバーシティの視点から

SDGs ウォッシュを考える」『環境情報科学』vol.53-4（情報科学学会）で発表する形となっ

た。また、女性研究者の活躍が企業の研究開発の成果にプラス効果をもたらすのかについて、

多数の研究チームを対象とした実証研究を行った。「令和 6 年度我が国の知的財産制度が経

済に果たす役割に関する調査」(特許庁)における調査であるが、「テーマ３ 発明者の多様性

が効果を発揮する条件に関する調査」の研究報告として発表した。同研究では、発明者チー

ムの人口統計学的多様性のうち、女性発明者と外国人発明者の比率に焦点を当てて、日本の

特許品質に与える影響について検討した結果、女性発明者の割合が高いほど、新規性、波及

効果、汎用性が向上し、性別バランスの取れたチームで最も強い影響が観察されることが明

らかにされた。また、同調査では、インクルージョンの役割も強調されており、女性発明者

の採用経験が豊富な企業は性別の多様性からより多くの恩恵を受け、イノベーションを促

進し、特許の成果を向上させるためのチーム構成の最適化におけるダイバーシティ&インク

ルージョンの重要性が浮き彫りとなった。 

また、G1 サミット（グロービス経営大学院）に出席し、参加の企業経営者や組織運営者

と懇談、意見交換する機会を得て、各組織におけるダイバーシティ推進の実態や課題につい

て見聞を深めることができた。また、ダイバーシティ推進に積極的に取り組む大手日本企業

の経営トップに対してインタビュー調査も実施し、継続中の大規模従業員意識調査をもと

とする研究結果の分析にあたっている。  
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B「ジェンダー・ノンコーフォーミングをめぐるパフォーマンス・アートの電子アーカイブ化」 

 

大島岳 

 

1990 年代から 2000 年代にかけてのアート・パフォーマンス、なかでもドラァグ・クィー

ンパフォーマンスは、日本の HIV/エイズアクティヴィズムを中心としたクィア・アクティ

ヴィズムにおいて重要な役割を果たしてきた（大島 2023）。なかでもメディア・アーティス

ト集団ダムタイプを結成した古橋悌二は、1986 年からニューヨークでドラァグ・パフォー

マンスをはじめ、帰国後 1989 年から京都でクラブイベントをシモーヌ深雪とはじめ、自身

の HIV 陽性判明以後アート・アクティヴィズムを実践し、鑑賞のアートではなく社会の変

革をめざしいくつもの実験的な試みを行ってきた。先行研究では、古橋やダムタイプの表象

分析や解説は多数あるが、その後古橋の遺志や想いが、どのように継承され、ネットワーク

を広げながらアクティヴィズムとしてアートが展開されてきたかの解明は、現在でも課題

として残されている。 

本研究では、古橋と親交があった東京を中心に活動するパフォーマンス・アーティストに

焦点を当て、バイオグラフィーからジェンダー・ノンコーフォーミングと表現についての記

録を保存し分析を行う。そのうえで、ジェンダー／セクシュアリティをめぐる日本社会の課

題に対し、社会の周縁に置かれた者がどのように苦悩や希望を表現し他者とつながり、どの

ようなメッセージを発してきたかという個人に立脚した社会学的研究を行うことを目的と

する。そのキックオフとなる本年度は、科研で行っている生活史の聞き取り調査と併行し、

これまでの作品を収めたメディア（VHS ビデオテープ）や紙媒体のフライヤー等が 30 年近

く経過した現在、劣化ないし消失を防ぐ目的で、電子化をおこない基礎資料の一部整備を行

なった。 

研究成果の一部の発表として、ハンガリーのブダペストで行われた International 

Sociological Association の分科会 The RC38 Conference “Biographical research quo vadis?,”

にて研究成果の一部の発表を行なった。
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業 績 一 覧 
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＊＊＊論文＊＊＊  

牛尾奈緒美, 2024, 「企業におけるジェンダー・ダイバーシティの視点から SDGs ウォッシ

ュを考える」『環境情報科学』 vol.53-4 情報科学学会, p.1-7. 

竹﨑一真, 2024, 「テストステロンの科学はどこへ向かうのか : スポーツと「男性的な物質」

の社会学」『スポーツ社会学研究』32（2）, pp23-38. 

竹﨑一真, 2024, 「フェミニズム・スポーツ科学論の可能性」『現代スポーツ評論』50, pp.62-

73. 

 

＊＊＊著書＊＊＊ 

大島岳, 2024, 「伝わることば―エイズ・アクティヴィズムにおける「手紙」」,好井裕明他

編『ボーダーとつきあう社会学』風響社. 

大島岳・久保優翔, 2024,「グローバル東京をクィアする――音楽実践をつうじた多文化共生

と文化の創造」,堀川祐里編『労働環境の不協和を乗り越える――労働と生活のジェン

ダー分析（仮題）』晃洋書房. 

加藤力也・大島岳, 2024,「自分を拓く、社会に拓く――HIV 陽性者ピアサポートの現場か

ら」，兵藤智佳編『ことばが紡がれるとき――対人関係職の「専門性」を高めるために』

成文堂.  

大島岳, 2025,「ゲイ雑誌づくりという性教育／社会運動」丸山英樹, 太田美幸『ノンフォー

マル教育の可能性―リアルな生活に根ざす教育へ〈増補改訂版〉』新評論. 

 

＊＊＊コラム・エッセイ・取材記事・講演録等＊＊＊＊ 

牛尾奈緒美, 2024, 「人的資本経営で変わる組織の未来：取締役会⾧×社外取締役対談」『し

ずおかフィナンシャルグループ統合報告書 2024』pp.59-64. 

 

＊＊＊学会発表・報告＊＊＊ 

水戸部由枝, 2024, 2024 年度女性学コロキウム「ドイツ・ヴィルヘルム時代のセクシュアリ

ティと政治社会」, 2024 年 11 月 1 日, オンライン開催, 大阪公立大学 女性学研究セン

ター. 

水戸部由枝, 2025, 西洋近現代史研究会・現代史研究会共催合評会「水戸部由枝著『近代ド

イツ史にみるセクシュアリティと政治―性道徳をめぐる葛藤と挑戦』（昭和堂 : 2022）」, 

2025 年 3 月 5 日, 明治大学リバティタワー1073 教室. 

竹﨑一真・大槻茂久・野口亜弥, 2024, 「Sport 2.0 時代の女子スポーツのチームマネジメン

トに関する哲学対話」日本スポーツとジェンダー学会第 23 回学会大会, 2024 年 7 月 5

日, 国士舘大学. 

大島岳, 2024, 「ポストコロナ時代におけるピアサポートの取組みと課題」 第 50 回日本保

健医療社会学会, 2024 年 5 月 26 日, 東京医療保健大学. 
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大島岳, 2024, 「伝わることば／身体-初期エイズアクティヴィズムの展開」 第 72 回関東社

会学会大会, 2024 年 6 月 15 日, 明治学院大学. 

Oshima Gaku, 2024, “Queer Performances meet HIV/AIDS Activism and their inheritance,” 

The RC38 Conference “Biographical research quo vadis?,” 2024 年 9 月 4 日, Social 

Science of Faculty of ELTE University, Budapest, Hungary. 

大島岳, 井上洋士, 戸ヶ里泰典, 細川陸也, 高久陽介, 2024, 「HIV 陽性者における診断直後

の思いや気持ちの検討―「HIV 陽性者の抗 HIV 療法に対する意識・経験調査」から」

第 38 回日本エイズ学会学術集会・総会, 2024 年 11 月 28 日, 京王プラザホテル. 

大島岳, 2024, 「傷つきとレジリエンスの生活史／オーラルヒストリーからの強さ再考」第

38 回日本エイズ学会学術集会・総会, 2024 年 11 月 28 日, 京王プラザホテル. 

大島岳, 2024, 「Empowering a Patient-Centred Future for PLHIV: Their Voice, their choice」,

第 38 回日本エイズ学会学術集会・総会 2024 年 11 月 30 日, 京王プラザホテル. 

大島岳, 加藤力也, 牧原信也, 生島嗣, 2024, 「HIV 陽性者「全国ピアサポート円卓会議」の

開催と取り組みの検討」, 第 38 回日本エイズ学会学術集会・総会, 2024 年 11 月 30 日, 

京王プラザホテル. 

 

＊＊＊講演・メディア出演等＊＊＊ 

牛尾奈緒美, 2024, 「日本初の弁護士 三淵嘉子と女性教育の歴史に迫る」『明治大学リバテ

ィアカデミー25 周年記念特別企画』モデレーター, 2024 年 4 月 13 日,明治大学リバテ

ィホール. 

牛尾奈緒美, 2024, 「個の輝く時代に生きる～ジェンダーレス・エイジレス～私流の価値の

最大化を目指して」『静岡雙葉学園 新 31 回同期会』、2024 年 4 月 21 日,ホテルアソシ

ア静岡. 

牛尾奈緒美, 2024, ラジオ番組 Sound of Oasis「GOOD PERSON」内スペシャルプログラ

ム「COOL SAKE」ゲスト出演, TOKYO FM, 5 月 26 日放送, https://audee.jp/voice/ 

show/82673. 

牛尾奈緒美, 2024, シンポジウム「働く女性のための健康経営戦略 2.0」パネリスト, 一般社

団法人メディカル・フェムテック・コンソーシアム・株式会社グレイスグループ主催 

2024 年 7 月 26 日, 衆議院第一議員会館多目的ホール. 

牛尾奈緒美, 2024, 女性の社外取締役育成講座, パネルトーク「社外取締役に根掘り葉掘り

聞いてみましょう」パネリスト, 日経新聞社主催, 2024 年 10 月 19 日, 11 時～12 時 30

分. 

牛尾奈緒美, 2024, 明治大学商学部創立 120 周年記念シンポジウム「商学部出身経営者によ

る座談会」モデレーター, 2024 年 10 月 27 日, 15 時 30 分～16 時 30 分, 明治大学グロー

バルホール. 
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牛尾奈緒美, 2024, 特別講義「企業トップの考えるダイバーシティ・マネジメント：EY 新日

本有限責任監査法人理事⾧ 片倉正美氏・メルカリ取締役 President 兼 株式会社鹿島

アントラーズ・エフ・シー代表取締役社⾧ 小泉文明氏」企画・ファシリテーター, 2024

年 10 月 28 日, 13 時 30 分～15 時, 明治大学リバティタワー1156 教室. 

牛尾奈緒美, 2024, 人材育成学会第 22 回年次大会「セッション８ グローバルと DE＆I」 

座⾧, 2024年 12月 22 日. 

牛尾奈緒美, 2025, 全社員対象講演会「メディアにおけるダイバーシティ推進の意義と課題」

福岡放送 CSR 推進室・人事部主催, 2025 年 2 月 26 日, 15 時～16 時 15 分, オンライン

（teams 形式）. 
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ジェンダーセンター運営委員一覧 

  〇委員⾧ 
牛尾 奈緒美 
 
〇副委員⾧ 
宮本 真也 
 
〇学部内運営委員 
施  利平 
坂本 祐太 
竹﨑 一真 
大島 岳 
 
〇学部外運営委員 
高峰 修（政治経済学部） 
水戸部 由枝（政治経済学部） 
 
〇学外運営委員 
出口 剛司（東京大学） 
細野 はるみ（名誉教授、元ジェンダーセンター⾧） 
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ジェンダーセンター運営委員会会議録
 

第 1 回運営委員会 2024 年 4 月 22 日 

 

第 2 回運営委員会 2024 年 7 月 26 日 

 

第 3 回運営委員会 2024 年 11 月 22 日 
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編集後記 
 

人は、都合の悪いことは外側に放り出す。自分と自分の周りはきれいで、楽で、豊かで、

幸せな状態にしておきたい。そのために暴力が行使されることも常套である。この「外部化」

というはたらきは、あらゆる個人、社会がこれまで、全体的に見て不幸や悲惨を引き起こし

てきたもののうちの一つである。フェミニズムや女性学という立場は、人類史において女性

が男性の外部として、「免除」や「保護」といった詭弁とともに権利と機会を奪われてきた

ことをあきらかにしてきた。この仕組みへの視点は、現在、経済格差の拡大や地球環境の崩

壊を分析する際にも用いられてきている。支配的な個人、社会は、特定の個人や社会との間

に境界を引き、外部に負担を強いる。そこに正義をめぐる問題があることは、自明であった

はずである。内部のために外部を犠牲にすることをいとわない、そうしたやり方は国際社会

でも非難されてきたが、現在、露骨なかたちで現れはじめている。研究と社会の考え方のあ

いだの淵は、想像をはるかにこえて深い。この淵に橋を架けることは、あいかわらずセンタ

ーが果たすべき役割である。 

ジェンダーセンター運営委員・副センター⾧ 宮本 真也 

 

 

今年度のジェンダーセンターの各イベントは、学部創設 20 周年記念行事の一環として開

催されました。その中でも、資料映像上映会＋トークイベントとして実施された『女性法曹

界の道を拓いた人々—明治大学専門部女子部の足跡』は、当時放映中の NHK の連続テレビ

小説「虎に翼」の舞台となっていた専門部女子部を取り上げていてタイムリーであったのと

同時に、この映像は 10 年前の学部創設 10 周年の年に制作されており、記念行事として正

に適時の開催となりました。 

このイベントでジェンダーセンター発足までの経緯が改めて語られた事は、情報コミュ

ニケーション学部に属する機関として、当センターで開催される全てのイベントに通底す

る理念を再認識する好機であったと思います。 

「差別を解消」し、「公正な社会実現のための双方向コミュニケーションのあり方を追求

する」という当センターの「設置の理念および趣旨」に適ったイベントがこれからも滞りな

く開催されるよう、事務局一同、尽力して参ります。 

改めまして、今年度開催のイベントにご登壇いただいた皆さま、運営委員の先生方、参加

者の皆さまに深く感謝申し上げます。 

ジェンダーセンター事務局 
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ジェンダーセンター年次報告書（2024 年度）  
                                        
● 2025 年 3 月 31 日発行 

● 編集・発行 明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター 

● 印刷 株式会社プリントパック 


